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	開会のあいさつ
前回の定例会の議事録について確認をお願いいたします。

訂正などございませんか。

特に無ければ後ほど署名をお願いいたします。
それでは、初めに教育長からの報告をお願いいたします。
今回、第4回日田市議会定例会が開催されました。
6名の議員さんから質問がありました。大きく分けますと、インフルエンザに関すること、地区公民館の管理運営に関すること、それと、文化財に関してのご質問でございました。

インフルエンザについては、簡単に言うと臨時休業をした場合はどのような対応を取るのかということでございました。

文化財については、文化財マップを作ってはいかがということ。

それと、月隈公園周辺を観光につなげる為の活用をしてはいかがということでした。

地区公民館については、今、それぞれの公民館に運営協議会がありますが、それを一つにまとめる事で公民館主事さん達が異動のたびに退職、採用になるということが無くなって良いのだけれども、統一した後の運営協議会の会長さんは大変な責任を背負う事になるのでどうするのかと、今、生涯学習課の方で方向性を探っていますとお答えいたしました。
　あと、小さい事は幾つかありましたがそんなに難しい質問は、ありませんでした。
いつもの市議会に比べたら、静かに終ったのではないかと思っています。
以上でございます。

ありがとうございました。

只今の教育長からの報告について、ご意見、ご質問はございませんか。

日田の先哲、32名について詳しく書かれた本がありますが、これは皆さんお持ちになっていますか。

昭和52年に出版して、復刻したのが平成8年、今、生涯学習課に20冊くらい残っているようでございます。
あの本の文章は、かなり古い方々がお書きになったものですから、読みやすいのですが、ちょっと知識の要るものとなっています。

このまま復刻するのが良いか、それとも改訂して、もっと読みやすくした方が良いのか、今後、検討したほうが良いと思います。
確かに必要な本ではあります。

教育委員さん方には、後ほどお配りいたします。

この本は、合併の前に作られた本でもありますので、旧郡部の先哲が載っていない部分もあろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。
それと、公民館運営協議会連合会というのは、まだ立ち上げてはいないのですか。

これは、平成16年に公民館の公設民営化をした時に、旧日田市には15館と運営協議会がありました。

平成17年度に合併して、今は20館の運営協議会ができていますが、試験採用とか給与を決めるときに、一館ごとで決めることはできませんので平成16年に連合会という任意の団体を作りましたので、連合会というものはできております。

ここで、三役会とか正副会長会とかしまして、ここで統一的なものは決めています。

しかし、主事さんは、地区の会長さんが雇用しますので退職、再雇となりますので、ここで一本化した団体を作るのが良いのか、検討をしているところでございます。

市議会一般質問の議事録の中で、公民館主事の待遇改善については、基本的に雇用者の検討事項とありますが、運営協議会で公民館長も主事さんも雇用していることになるのですか。
公設民営化を行なった時、それと指定管理者制度を導入した時も同じですが、地区の公民館運営協議会が雇用したこととなっています。
館長は、1期2年、最高で3期6年の嘱託雇用。主事は、人事委員会で雇用しますが、それぞれの地区の運営協議会の会長が雇用いたします。
5年経過したら異動することと当初から決められていますので、5年毎に退職と再雇用を繰り返す事となります。
この事が、現在、問題となっているところでございます。
一本化の議論は別として、現在の公民館の横の繋がりというのはどうなっていますか。

20館の館長会が月に1回、主事会が月に2回あります。
この会議とは別に、それぞれ工夫しながら連絡を取り合っています。
それでは十分な連絡が取れているということですね。

そうでございます。

一館ではなかなかできない事業も、横の連絡を取って行なって行くということでないと、なかなか上手くいかないと思います。

これからも、横の連携を上手く行なってください。
公民館でしないといけない事業は決まっているのですか。
指定管理の協定書の中で決められています。

この他にございませんか。

館長と主事の任期は何年ですか。もう一度、お願いいたします。

館長は、1期2年で最高3期6年の嘱託雇用。

主事は、最初の1年は条件付採用となりますが、60歳までの雇用となっています。

連合会で色々な給与体系は決められると聞きましたが、この前光岡で事件がありましたが、あの様な問題があったから、今回この質問が出たのでしょうか。
それと、指定管理者制度を導入した時に異動するたびに退職と再雇用を繰り返すこととなるのが問題となっているのですね。

普通のサラリーマンの様に、退職まで同じ会社で給料が増えていくという仕組みではないのですね。
そこのところに問題があるのですね。

館長は、地区の運営協議会の推薦で最高6年の雇用となっています。
主事は、採用時に30歳以上で試験を行ないました。

給与表は、最初に指定管理制度を導入する時に色々と協議を行い、行政職2表を利用し設定しています。

5年後に異動する場合は、採用時に一度退職し、その後、再雇用となりますと主事さん方に条件を提示したうえで採用しています。
退職金については、中小企業退職金制度に加入していますので、この退職金制度は継続できますし、社会指導主事の資格を取得しますと、翌年2号俸昇給するようにしています。
ただ、履歴書を書くときに退職、再雇用を繰り返し書かないといけないというのが少し問題となっています。

分かりました。
他にございませんか。

ちなみに中小企業退職金制度の掛け金はいくらですか。

給与によって違いますが、一人10,000円から15,000円位でしょうか。

30年努めて350万円です。

それでは、次に議事に移ります。

議案第76号　日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、文化財保護課お願いします。

文化財保護課の水嶋でございます。本日、課長が他の会議に出席していますので、代わりまして私がご説明申し上げます。

お手元の議案集をお開きください。
議案第76号　日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、でございます。
氏名、唐原　靖文。住所、日田市丸山2丁目4-6で、豆田地区振興協議会会長でございます。

任期は、平成22年1月1日から平成22年5月31日まででございます。
これは、前任者の任期の残りの期間でございます。
委嘱の理由ですが、日田市町並み保存審議会委員の欠員に伴い、日田市伝統的建造物群保存地区保存条例第12条の規定に基づき、新委員を委嘱するものです。
只今の説明に対しまして、ご意見、ご質問はありませんか。
通常であれば任期は、何年ですか。

2年でございます。
他にご意見が無ければ、議案第76号　日田市町並み保存審議会委員の委嘱については、原案の通り議決することといたします。

次に報告事項をお願いいたします。

「教職員人事評価制度の試行に係る苦情相談制度実施要領について」と「インフルエンザの状況について」、学校教育課からお願いします。
まず、教職員人事評価制度の試行に係る苦情相談制度について、でございます。
今年度から新教職員人事評価制度が始まっております。

教職員を幾つかのグループに分けます。まず、校長、それから教頭、そして40歳以上の教員とか養護教員とか事務職員など。
もう一つは、40歳以下の教員とか養護教員でございます。

そして、事務職員のグループです。

それぞれのグループごとにA・B・C・D・Eの5つのグループに分けて、評価をしてまいります。

Aが20％、Bが30％、そしてC・D・Eで50％と言うような評価をつけてまいりまして、それを今後の評価に生かしてまいります。
今はまだ試行段階ですが、将来的には給料の面にも生かして行こうというものでございます。
これにつきまして、先ほど説明しましたようにC・D・Eで50％でございますが、Dがまだまだ不十分であるという評価、Eは、簡単にいいますと修行し直しという厳しい評価です。
このD・Eの評価を受けた本人には、校長、人事評価者が開示をしないといけないというような制度になっています。

そこで、このE・Dの評価を受けた者が苦情を申し立てるための機関としてこの苦情相談制度があります。

もう一つは、この評価制度そのものに対する苦情も受け付けるものでございます。
この相談窓口は、教育委員会の教育センターに置きます。そして、相談員は、教育センターの相談係長と担当相談員。

苦情相談内容は、評価に関することで、予想される内容は、EやDの評価を受けた職員からの相談、そして、この評価制度そのものに関する苦情、申し立てに関する相談でございます。

評価基準日は10月1日でございますが、実際に開示するE・Dは、まだ開示していませんが、相談期間は、評価基準日の10月1日から翌年の9月30日までが、その年の相談日でございます。
相談員の業務は、苦情内容の聞き取りを十分に行い、必要があれば評価者への事情の聞き取りを行ないます。
どの様な理由で、評価をしたかを聞き取りし、相談者へ連絡をするという仕組みになっています。

ただ、この評価制度は県教委がリードしてやっていくことになりますので、相談がありましたらその内容をきちんと県教委へ連絡をいたします。

この事が一番大事なことだと思っています。
また、試行期間でございますので、これを行なったあとに現場の教員からアンケートを取って、来年の本運用に向けて見直すべきものは見直して行きたいと思います。
相談の方法は、電話相談、面談などを行なってまいりたいと考えています。
人事評価制度については、以上でございます。

只今の報告についてご質問はありませんか。
今期は、DとかEの評価を受けた方はいらっしゃいますか。
います。1名。

その方から相談はありましたか。
無いと思います。
まだ開示はしていませんが、きちんとした評価でございますのでなかなか出しにくいのかなと思っています。
何らかの対応はしていかなくてはならないかなと思っています。

相談員は、教育センターの相談係長と担当相談員とありますが、具体的な対応、判断の仕組みはどのようになっているのでしょうか。

まだ、具体的に相談があっておりませんが、難しい問題です。
ただ、事実をもってきちんと判断した結果がDやEですから、そのことを

きちんと示していかないといけないと思います。

あえてお尋ねしているのは、人ひとりのことに繋がることなので、相談を受ける側の判断も専門家が受けるわけではないので心配しているところです。

例えば、教頭が学校日誌を毎日書きます。

出席数、来訪者の数、行事などを日誌に書きます。

ところが教頭が書かないとします。

校長が何度言っても書かない。この様なときは、Dを付けます。本当は、E位付けたいのですが。

若しくは、校長がこの様な会議があるので、教頭に出張してくださいと言います。ところが、私は来年この学校に居るか分からないので行きませんと言ったとします。
これは、命令を拒否した事になるわけです。

この様に法令に違反している事実があれば、DかEを付けるしかない。

本当は、処分の対象なのですが。

これくらいの事実があればDかEを付けるしかない。

なんとなくあの先生は、保護者の評判が悪いとか、厳しすぎるだけではDとかEを付けることはありません。

はっきりした服務命令違反が幾つかあればDやEを付ける証拠になると思います。
評価制度自体が管理システムのなかで不適格な先生が迷惑をかけないための制度だと思うのですが、一方的ではなくて、この評価制度ができた事によって、異議申し立ての制度ができたことについて私は反対するものではないのですが、この窓口ができたことによる利点をもう少し聞きたいことと、もう一つは、校長、教頭が評価をする時の目安というのが何かあるのでしょうか。
それをお聞きしたいと思います。
各学校の校長が、Aが20％、Bが30％、そしてC・D・Eで50％という様に評価をしていくのですが、評価項目が全部で13項目ありまして、具体的な事実を取り上げてその職員がどの段階に当てはまるかを判断します。
そして、その13項目を全てチェックした後に総合判断をしていくこととなります。

ここで大事な事は、13項目ありますが校長が1年かけて職員の事をきちんと把握しているかという事になります。

そして、今度は、市教委に全て集まりますからAが20％、Bが30％、そしてC・D・Eで50％という様に調整をしてまいります。
つまり、学校で調整してきたAが20％、Bが30％、そしてC・D・Eで50％という分布が壊れてきます。
しかし、それはそれでよろしいとなっています。

ですから先ほど言いましたように、13の項目を持って評価をするようになっています。
そして、校長が持っている事実、市教委が知っている事実を協議しまして調整することとなります。

そして、もう一つ大事な事は、グループが分かれると説明いたしました。

校長のグループ、教頭のグループ、そして40歳以上と40歳未満のグループに分かれます。

教頭になれるのは今年から45歳です。そうしますと40歳以上のグループですと教頭になるまでには5年間分のデータが蓄積される訳です。

5年間と言いますと一人の校長が評価するのでなくて、複数の校長が評価する事となります。

これで、一人のひとがずっと評価を続けるということを避けることができます。

つまりデータを蓄積する事で、適正な評価をすることができるということです。
少し付加えますと、県が懲戒処分を出した時にその処分が重過ぎると思うときは、人事委員会に提訴する事ができます。
これは、単なる評定といえばそうですが校長になる時、教頭になる時とかにAの評価が続いている方が人物的に良いであろうと思われるわけです。

この評価制度が5年、10年経った時にこの制度の評価があがってくるものと思います。

過去からのデータの蓄積で、校長や教頭を選ぶときに客観的に選ぶことができるということですね。

何れにいたしましても、公平な評価をしていただきたいと思います。
では、次にインフルエンザに関する事項でございます。
今回は、予防接種に関する事項でございます。
市の対策本部からの情報でございます。

まず、小学校低学年、1年生から3年生は、12月17日から接種を始めております。小学校低学年は、2回の接種となります。

次に、小学校高学年4年生から6年生では12月28日から接種を行ないます。

これも接種は、2回となります。

それから、中学生と高校生に相当する年齢ですが、これは12月28日からの接種となりますが、中学生は2回の接種、高校生は1回の接種となっています。

保護者へは、各学校を通じましてお知らせするようにしています。

次にインフルエンザの現状でございます。
24日1時現在の状況でございます。

小学校では、3,939人中1,552名、率で言いますと39.4％が罹患者です。

中学生では、2,189名中594名が罹患し、率でいいますと27.1％となります。

トータルでは、小中学校の児童・生徒併せまして35.3％となっています。
そこで、冬休みの対応でございますが、授業実数回復の為に終業式を繰り下げたり、3学期の始業式を早めたりしながら対応しております。

これは、日隈小学校」「光岡小学校」「大山中学校」「三隈中学校」の4校がこの様な対応を取ります。
他の学校でも3学期の平常の授業日に、1時間上乗せをするなどして授業時間を回復していく対応を取っていく予定でございます。

以上でございます。
ありがとうございました。

只今の報告に関しましてご意見・ご質問はありませんか。
例年に無いインフルエンザの発生で大変だったと思います。
お疲れさまでございます。

次をお願いいたします。

重要文化的景観「小鹿田焼の里」の追加選定について、文化財保護課お願いいたします。
別冊の資料をお願いいたします。
平成17年4月に文化財保護法の一部改正がありまして、人と自然の関わりの中で、景観地を文化的景観として新たに文化財に指定することとなりました。市町村の方針に基づきまして文化的景観の内、特に重要なものを重要文化的景観に選定しているところでございます。
日田市においては、平成20年3月に九州では初めて、全国では5番目に、小鹿田焼きがあります皿山地区と上流部にあります池ノ鶴地区が地域選定を受けております。

今回、周辺地区の山林景観区域、面積では、24.7haでございますが、文部科学大臣に追加選定の申請を行なっていましたが、今月の11日に開催されました国の文化審議会の答申が文部科学大臣に行なわれております。
（資料・図面資料に基づいて説明。）

はい。ありがとうございました。
只今のご報告についてご意見はありませんか。

今度選定された場所は山林ですが、今後、手入れをする時に支障はありませんか。また、国から補助はでますか。
農業、林業に対する補助はありません。
あくまで、文化的景観を構成する要素の復旧についてのみ補助制度があります。

それではかえって便利が悪くなるのではないですか。
普通の農業、林業を行なうぶんには、何も支障はありません。
それではいつも木の手入れをしないといけないですね。

文化的景観を守るうえで、木を伐採した場合はまた木を植えてくださいなどのお願いは市からしようと思います。

豆田では、税金の面でも優遇されていたと思うのですが、こちらでは優遇は無いのですか。

また、無いと思いますが、工場やマンションが出来る時の規制などはないのでしょうか。

助成制度ですが、ここでは重要な構成要素にお宮がありますので、ここの固定資産税は半額となっています。
また、大きな施設の建設ですが、国定公園に関する法律や景観法での規制がありますので、重要文化的景観での規制はかかっていません。

他にご意見はございませんか。
質問ではありませんが、小鹿田の坂本　茂木さんが、今の小鹿田は土と水の関係が丁度良いと仰っていました。
つまりバランスが丁度良いということですから文化的景観に選ばれたと思いますので、この文化が侵食されることの無いように守って欲しいと思います。

それでは、次をお願いいたします。
11月期寄附採納報告をお願いいたします。

資料に基づいて説明。

ありがとうございました。

只今の報告についてご質問はありませんか。

樹木でソメイヨシノの寄附がありますが、これ大きいものですか。

まだ苗木です。恐らく、今回三隈中学校の工事が全て終了いたしましたので、卒業生の記念の植樹だと思います。

分かりました。

他に質問はありませんか。

船津歯科の跡地は、来年度活用を計画しているのでしょうか。

船津歯科は、伝建地区の保存物件ですから公開を含めて利用を検討しています。
他にございませんか。

無ければ、次をお願いいたします。
平成22年1月の定例教育委員会会議の日程について、お願いします。

次回の定例教育委員会を1月27日（水）に開催いたしたいと思います。
時間は、午後１時30分からです。
次回は、1月27日（水）です。日程調整をお願いいたします。
その他、無ければこれで定例会を終了いたします。

午後3時45分終了
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